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１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
！

１１７号
2020 年２月19 日

　
３
月
ダ
イ
改
は
、
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
ー
運
転
士
・
車
掌
の
職
名
廃
止
と

い
う
重
大
情
勢
の
中
で
の
闘
い
で
す
。
鉄

道
１
５
０
年
の
歴
史
の
中
で
断
じ
て
認
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
闘
い
で
す
。

　
北
嶋
副
委
員
長
へ
の
配
転
攻
撃
を
絶
対

に
許
す
な
！
　
運
転
士
の
経
験
や
誇
り
を

無
視
す
る
「
同
一
担
務
は
最
長
10
年
」
の

攻
撃
を
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
東
労
組
の
分
裂
で
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
は

労
働
組
合
解
体
と
社
友
会
の
組
織
化
を
強

め
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。「
労

組
な
き
社
会
」
を
許
し
て
は
な
ら
な
い
。

　
地
域
の
「
車
掌
は
必
要
だ
」
の
怒
り
と

共
に
、
ワ
ン
マ
ン
運
転
の
拡
大
を
阻
止
し

よ
う
。
Ｃ
Ｔ
Ｓ
全
事
業
所
で
一
律
時
給

１
５
０
０
円
を
実
現
し
よ
う
。

　
動
労
千
葉
は
、
３
月
ダ
イ
改
阻
止
の
春

闘
を
闘
い
抜
き
、
万
全
の
ス
ト
ラ
イ
キ
体

制
を
確
立
し
、
組
織
拡
大
を
実
現
す
る
闘

い
に
入
り
ま
す
。

　
３
・
14
春
闘
総
決
起
集
会
へ
の
大
結
集

を
訴
え
ま
す
。

れ
ば
な
ら
な
い
職
場
に
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
。
闘
え
ば
道
は
開
け
る
」
と
語
り
、
３

月
ダ
イ
改
、
４
月
１
日
の
ジ
ョ
ブ
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
―
運
転
士
・
車
掌
の
職
名
廃

止
に
対
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構
え
て
闘
う

こ
と
を
宣
言
し
た
。

　
集
会
メ
イ
ン
の
国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇

撤
回
の
闘
い
に
つ
い
て
、
全
国
運
動
呼
び

か
け
人
の
葉
山
岳
夫
・
動
労
千
葉
顧
問
弁

護
団
長
、
藤
田
弁
護
士
、
野
村
弁
護
士
の

３
人
が
発
言
。
千
葉
県
労
働
委
員
会
の
審

理
拒
否
を
め
ぐ
る
東
京
高
裁
で
の
行
政
訴

訟
、
そ
し
て
中
央
労
働
委
員
会
の
２
正
面

の
闘
い
に
つ
い
て
提
起
し
た
。

　
続
い
て
１
０
４
７
名
の
被
解
雇
者
当
該

で
あ
る
動
労
千
葉
争
議
団
、
動
労
総
連
合

１
０
４
７
協
議
会
が
登
壇
。
33
年
前
の
２

月
16
日
の
解
雇
へ
の
怒
り
を
改
め
て
燃
や

し
、
新
た
な
闘
い
へ
の
決
意
を
示
し
た
。

　
職
場
の
か
ら
の
闘
い
を
動
労
千
葉
・
動

は
、
全
国
運
動
呼
び
か
け
人
の
花
輪
不
二

男
さ
ん
、
東
京
西
部
ユ
ニ
オ
ン
鈴
コ
ン
分

会
の
吉
本
さ
ん
、
映
画
『
棘
』
の
杉
浦
監

督
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
平
林
さ
ん
ら
が

登
壇
。「
大
き
な
闘
い
を
燃
え
上
が
ら
せ

よ
う
」
と
全
体
の
奮
起
を
促
し
た
。

　
続
い
て
動
労
千
葉
の
関
道
利
委
員
長
の

報
告
。
Ｊ
Ｒ
会
社
の
労
組
破
壊
攻
撃
の
中

で
東
労
組
か
ら
東
京
・
八
王
子
・
水
戸
の

３
地
本
が
分
裂
し
て
新
組
合
を
結
成
し
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
会
社
と
闘
う
の
で

は
な
く
組
合
財
産
を
め
ぐ
っ
て
争
う
幹
部

連
中
を
断
罪
し
た
。

　
そ
し
て
「
運
転
士
」「
車
掌
」
職
名
廃

止
な
ど
こ
の
間
の
攻
撃
は
、
職
場
に
「
も

う
抵
抗
で
き
な
い
」
と
い
う
あ
き
ら
め
を

強
制
す
る
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
職

場
か
ら
の
反
撃
が
必
要
だ
と
力
説
。「
も

う
引
く
場
所
は
な
い
。
現
場
労
働
者
ど
う

し
が
競
争
し
あ
い
、
蹴
落
と
し
合
わ
な
け

　
司
会
を
動
労
千
葉

の
北
嶋
副
委
員
長
、

動
労
水
戸
の
高
野
副

委
員
長
が
担
っ
た
。

北
嶋
さ
ん
は
「
ラ
イ

　
国
鉄
分
割
・
民
営
化
に
よ
る
解
雇
か
ら
33
年
と
な
る
２

月
16
日
、
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
は
葛
西
区
民
館
（
東
京
都

江
戸
川
区
）
で
国
鉄
集
会
を
開
催
し
た
。

３
・
14
動
労
千
葉
総
決
起
集
会

	
	

	

３
月
14
日
（
土
）
13
時
30
分
～

	
	

	

千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー
５
階
セ
ミ
ナ
ー
室

運
転
士
・
車
掌
職
名
廃
止
反
対
！
　
不
当
配
転
攻
撃
粉
砕

支
援
す
る
会
が

街
頭
宣
伝
開
始

　「
運
転
士
」「
車
掌
」
職
名
廃
止
に
反
対

し
て
動
労
千
葉
を
支
援
す
る
会
が
千
葉
や

神
奈
川
、
埼
玉
な
ど
各
地
で
宣
伝
活
動
を

開
始
し
た
。

　
２
月
15
日
の
Ｊ
Ｒ
東
神
奈
川
駅
前
で
の

チ
ラ
シ
配
り
で
は
「
本
当
？
」「
そ
れ
は

大
変
だ
」
の
声
も
。
参
加
者
も
「
乗
客
の

安
全
や
列
車
の
安
全
な
運
行
が
破
壊
さ
れ

る
こ
と
を
も
っ
と
訴
え
て
い
く
こ
と
が
必

要
だ
と
痛
感
」
と
の
感
想
（
裏
面
・
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
訴
え
も
参
照
く
だ
さ
い
）。

３
・
14
春
闘
総
決
起
集
会
へ
大
結
集
を

フ
サ
イ
ク
ル
の
時
の
よ
う
な
く
や
し
い
思

い
は
し
た
く
な
い
」
と
職
名
廃
止
・
ジ
ョ

ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
の
闘
い
の
決
意
を

語
っ
た
。

　
国
鉄
闘
争
全
国
運
動
呼
び
か
け
人
の
金

元
重
さ
ん
が
開
会
あ
い
さ
つ
。
10
年
の
闘

い
を
振
り
返
り
、
全
国
運
動
の
多
彩
な
呼

び
か
け
人
を
あ
ら
た
め
て
紹
介
し
、
新
し

い
ス
テ
ー
ジ
を
開
く
正
念
場
だ
と
し
て
、

国
鉄
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
闘
争
の
新
た

な
闘
い
と
Ｊ
Ｒ
に
お
け
る
労
組
破
壊
や
職

名
廃
止
と
の
闘
い
な
ど
を
呼
び
か
け
た
。

　
関
西
生
コ
ン
支
部
弾
圧
と
の
闘
い
で

労
水
戸
・
動
労
神
奈
川
・
動
労
福
島
の
各

単
組
が
報
告
と
決
意
。
さ
ら
に
自
治
体
労

働
者
、
改
憲
阻
止
！
大
行
進
・
神
奈
川
の

決
意
表
明
が
続
い
た
。

　
最
後
に
全
金
本
山
労
組
の
長
谷
武
志
さ

ん
が
ま
と
め
の
あ
い
さ
つ
と
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
を
行
っ
た
。

 政治和解
から１０年  改めて国鉄闘争の旗を掲げよう
２・１６国鉄集会で新たな闘いを決意

中労委
あ　て署名運動を開始

組織破壊攻撃を許すな！
木更津運輸区で抗議行動
動労千葉の木更津支部長に対してＪＲ会社
が減給とＣＴＳへの強制出向処分を通知し
てきた。2 月 20 日、木更津運輸区で緊急
の抗議行動が闘われた。
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功
す
れ
ば
、
会
社
の
「
次
元
の
違
う

攻
撃
」
と
「
現
場
の
人
の
感
覚
」
を

つ
な
ぐ
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
で
き
る
可
能

性
も
あ
り
ま
す
。

職
場
ビ
ラ
と
街
宣
を

　
街
頭
で
宣
伝
す
る
目
的
は
主
に
、

①
乗
客
を
運
動
に
巻
き
込
む
こ
と
を

目
指
す
こ
と
、
②
職
場
の
労
働
者
に

「
街
頭
で
宣
伝
し
て
い
る
こ
と
」
を

知
ら
せ
る
こ
と
の
２
つ
で
す
。

①
乗
客
を
運
動
に
巻
き
込
む
観
点

　
乗
務
員
へ
の
攻
撃
は
、
Ｊ
Ｒ
に
お

け
る
「
正
社
員
」
の
象
徴
を
解
体
す

る
攻
撃
で
す
。「
労
働
者
の
権
利
が

守
ら
れ
な
い
と
職
場
、
社
会
も
守
ら

れ
な
い
」
―
―
こ
う
い
っ
た
「
感
覚
」

が
実
感
と
し
て
労
働
者
に
通
用
す
る

条
件
が
生
み
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ビ
ラ
は
、「
職
名
廃
止
反
対
」
を

テ
ー
マ
に
動
労
千
葉
を
支
援
す
る
会

で
２
、３
月
に
ビ
ラ
を
何
回
か
作
成

し
ま
す
。
第
１
段
ビ
ラ
は
、「
自
動

運
転
」を
テ
ー
マ
に
作
成
し
ま
し
た
。

街
頭
宣
伝
も
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
第
２
段
ビ
ラ
は
、「
ワ
ン
マ
ン
運

転
」
を
テ
ー
マ
に
作
成
中
で
す
。
他

に
、　
民
営
化
問
題
（
Ｊ
Ｒ
九
州
「
鉄

道
が
副
業
に
」
記
事
を
参
考
に
）、

外
注
化
・
非
正
規
職
化
を
テ
ー
マ
に

作
成
し
て
い
く
計
画
で
す
。

②
職
場
に
知
ら
せ
て
い
く

　
東
労
組
の
分
裂
で
職
場
の
情
勢
は

大
き
く
動
き
ま
す
。
会
社
の
労
組
解

体
攻
撃
は
次
の
段
階
に
う
つ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
こ

そ
、
職
場
だ
け
で
な
く
街
頭
で
も
訴

え
て
い
る
姿
が
伝
わ
る
こ
と
に
は
意

味
が
あ
り
ま
す
。

　
動
労
千
葉
が
闘
争
宣
言
を
発
し
た

こ
と
は
決
定
的
で
す
。
現
場
組
合
員

の
訴
え
は
ぜ
ひ
伝
え
て
い
き
た
い
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
訴
え
ま

す
。（
動
労
千
葉
を
支
援
す
る
会
事

務
局
）

ｕ
ｉ
ｃ
ａ
サ
ー
ビ
ス
〉〈
生
活
サ
ー

ビ
ス
〉
が
並
列
で
並
ぶ
表
現
が
出
て

き
ま
す
。
鉄
道
の
安
全
は
〝
ブ
ラ
ン

ド
イ
メ
ー
ジ
”
に
す
ぎ
な
い
位
置
づ

け
で
す
。

　
鉄
道
会
社
で
あ
る
こ
と
を
放
棄
し

も
な
く
な
る
」「
乗
務
員
は
将
来
、

輸
送
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ッ
フ
に
な
る
」

と
回
答
し
て
い
ま
す
。“
い
ず
れ
乗

務
員
と
い
う
仕
事
は
な
く
な
る
の
だ

か
ら
、身
の
振
り
方
を
考
え
て
お
け
”

と
言
わ
ん
ば
か
り
で
す
。

Ｊ
Ｒ
で
進
行
す
る
攻
撃

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
４
月
１
日
か
ら

「
新
た
な
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
実
施
す
る
と
提
案
し
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
車
掌
試
験
、
運
転
士
試
験
を
廃
止

す
る
。
今
後
の
乗
務
員
へ
の
異
動

は
、
任
用
の
基
準
に
よ
り
扱
う
。

・
車
掌
を
経
ず
に
運
転
士
に
な
る
こ

と
を
可
能
と
す
る
。

・
車
掌
及
び
運
転
士
の
職
名
を
廃
止

し
、「
乗
務
係
」
に
統
一
す
る
。

・
駅
配
属
の
中
途
採
用
者
が
乗
務
員

に
異
動
す
る
こ
と
も
可
能
と
す

る
。

・
同
一
担
務
の
従
事
期
間
が
最
長
で

も
お
お
む
ね
10
年
を
超
え
な
い
よ

う
に
異
動
又
は
担
務
を
変
更
。

　
深
澤
社
長
は
、
自
動
運
転
を
導
入

し
、
ワ
ン
マ
ン
運
転
化
を
進
め
、
そ

の
後
は
運
転
士
を
「
保
安
要
員
」
に

置
き
換
え
る
ド
ラ
イ
バ
レ
ス
運
転
に

す
る
と
公
言
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ｒ
東

日
本
本
社
と
動
労
千
葉
と
の
団
体
交

渉
で
は
、「
自
動
運
転
で
乗
務
員
が

い
な
く
な
れ
ば
、
乗
務
員
勤
務
制
度

　
攻
撃
は
明
ら
か
に
こ
れ
ま
で
と
次

元
が
違
い
ま
す
。
背
景
に
は
Ｊ
Ｒ
東

が
「
鉄
道
会
社
」
で
あ
る
こ
と
自
身

か
ら
の
転
換
が
あ
り
ま
す
。
鉄
道
は

「
企
業
と
し
て
の
強
み
」
の
一
つ
で

し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
例
え
ば
、「
変
革
２
０
２
７
」
に

は
〈
す
べ
て
の
「
基
盤
」
で
あ
る

「
信
頼
」
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
〉
の
上

に
〈
輸
送
サ
ー
ビ
ス
〉〈
Ｉ
Ｔ
・
Ｓ

た
攻
撃
一
つ
ひ
と
つ
へ
の
反
撃
は
決

定
的
に
重
要
で
す
。
そ
の
中
で
、
職

名
廃
止
は
「
鉄
道
会
社
」
か
ら
の
転

換
と
対
決
す
る
意
義
が
あ
り
ま
す
。

現
場
労
働
者
の
意
識

　
４
月
１
日
に
職
名
廃
止
す
る
と

い
っ
て
も
、
運
転
士
や
車
掌
の
仕
事

が
そ
の
時
点
で
変
わ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
自
動
運
転
導
入
や
ド
ラ

て
い
る
か
ら
、
鉄
道
の
技
術

を
外
部
化
す
る
こ
と
も
、
乗

務
員
を
切
り
捨
て
る
こ
と

も
、
場
合
に
よ
っ
て
は
鉄
道

事
業
そ
の
も
の
か
ら
撤
退
す

る
こ
と
も
で
き
る
。
１
月
12

日
付
ビ
ジ
ネ
ス
ジ
ャ
ー
ナ
ル

で
は
「
Ｊ
Ｒ
九
州
、
完
全
民

営
化
で
鉄
道
事
業
が
“
副
業

化
”
…
赤
字
な
ら
「
鉄
道
撤

退
」
も
選
択
肢
に
」
と
の
記

事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
転
換
が
も
っ
と
も
表

れ
て
い
る
の
が
運
転
士
・
車

掌
の
職
名
廃
止
で
す
。
鉄
道

業
務
の
外
注
化
・
別
会
社
化

を
Ｊ
Ｒ
以
上
に
進
め
て
い
る

私
鉄
で
も
「
運
転
士
を
大
切

に
し
な
い
な
ど
あ
り
え
な

い
」
と
い
う
感
覚
で
す
。
あ

く
ま
で
「
鉄
道
会
社
」
で
あ

る
以
上
、
運
転
士
だ
け
は
手

放
せ
な
い
。
そ
れ
が
鉄
道
会

社
と
し
て
の
意
識
で
す
。

　
も
ち
ろ
ん
質
的
に
転
換
し

 

経
営
構
想
「
変
革
２
０
２
７
」

で
は
、
経
営
の
基
軸
は
Ｓ
ｕ
ｉ

ｃ
ａ
で
あ
り
、
鉄
道
業
務
は
す

べ
て
「
外
部
化
」
す
る
と
宣
言

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
鉄
道
業

務
の
各
部
門
で
、
全
面
的
な
機

械
化
・
自
動
化
、
Ａ
Ｉ
・
Ｉ
Ｔ

化
と
、
す
べ
て
を
別
会
社
化
・

子
会
社
化
し
て
い
く
構
想
が
う

ち
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
月
10
日
に
は
、
東
労
組
３

地
本
（
東
京
・
八
王
子
・
水
戸
）

で
分
裂
が
起
こ
り
、新
労
組「
Ｊ

Ｒ
東
日
本
輸
送
サ
ー
ビ
ス
労
働

組
合
」（
約
２
千
人
）
が
結
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
18
年

２
月
以
降
の
Ｊ
Ｒ
東
に
よ
る
東

労
組
解
体
―「
労
組
な
き
社
会
」

攻
撃
が
新
た
な
段
階
に
入
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
ど
れ
を
と
っ
て
も
こ
れ
ま
で

の
「
常
識
」
で
は
考
え
ら
れ
な

い
も
の
で
す
。

Ｊ
Ｒ
東
の“
転
換
”

イ
バ
レ
ス
運
転
が
実
現
す
る
わ
け
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。「
同
一
担
務
は
最

大
10
年
」
も
、
業
務
上
の
合
理
性
が

あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
狙
い
は
、「
乗
務
員
が
職
名
ま
で

廃
止
さ
れ
る
の
か
」
と
い
う
形
で
、

Ｊ
Ｒ
の
労
働
者
全
体
に
「
こ
れ
ま
で

の
常
識
は
通
用
し
な
い
」
と
突
き
つ

け
る
こ
と
で
す
。
あ
き
ら
め
さ
せ
、

抵
抗
で
き
な
く
さ
せ
、
全
Ｊ
Ｒ
労
働

者
の
権
利
を
根
本
か
ら
破
壊
す
る
こ

と
で
す
。

　「
な
ぜ
車
掌
や
運
転
士
の
職
名
を

廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」

「
４
月
以
降
、
ど
こ
に
行
か
さ
れ
て

し
ま
う
の
か
」
―
―
多
く
の
乗
務
員

は
不
安
を
抱
え
な
が
ら
乗
務
を
続
け

て
い
ま
す
。
他
職
の
労
働
者
に
と
っ

て
も
、「
運
転
士
・
車
掌
職
名
廃
止
」

は
衝
撃
を
与
え
て
い
ま
す
。
乗
務
員

は
鉄
道
に
と
っ
て
最
も
中
心
を
な
す

職
種
だ
か
ら
で
す
。

　
東
労
組
の
分
裂
・
瓦
解
と
い
う
情

勢
も
、
現
場
労
働
者
に
様
々
な
気
持

ち
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

機
に
Ｊ
Ｒ
東
は
、
職
場
に
“
あ
き
ら

め
”を
組
織
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
そ
れ
に
対
抗
し
、「
本
当

に
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
」
と
い
う

気
持
ち
に
訴
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
現
場
労
働
者
は
、
こ
れ
ま
で
と
違

う
攻
撃
が
進
行
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
は
、「
肌
感
覚
」
で
感
じ
て
い
る

は
ず
で
す
。
先
行
き
が
見
え
な
い
漠

然
と
し
た
不
安
や
不
満
―
―
「
職
名

廃
止
」
が
そ
の
象
徴
的
位
置
に
あ
る

と
す
れ
ば
、
私
た
ち
が
「
反
対
だ
」

と
声
を
上
げ
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
が

現
場
の
人
に
見
え
る
こ
と
自
身
に
大

き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
成

関
西
生
コ
ン
労
働
組
合
の
弾
圧
を

許
さ
な
い
東
京
の
会･

結
成
集
会

〈共同代表〉
花輪不二男 ( 鈴コン支援共闘呼びかけ人代表 ) ／藤田正
人 ( 東京弁護士会 ) ／吉本伸幸 ( 東京西部ユニオン鈴木
コンクリート工業分会書記長 )

( 呼びかけ人》　※順不同　２月１日現在
金元重 (千葉商科大学教授 )／木下武男 (労働社会学者･元昭和女子大
学教授 )／木下徹郎 (第二東京弁護士会 )／皆川学 (元NHKプロデュー
サー )／杉浦弘子 (映画監督 )／平林猛 (ジャーナリスト )／中村仁 (国
鉄千葉動力車労働組合書記次長 )／永田雅章 (国鉄千葉動力車労働組合
OB会会長 )／洞口朋子 (杉並区議会議員 )／山口弘宣 (日本機械工業
労働組合執行委員長)／吉野元久(国鉄東京動力車労働組合執行委員長)

連絡先

　〒167-0032　東京都杉並区天沼 2-3-7　さかいビル 2A
　東京西部ユニオン気付　　TEL 03-3220-7473　　FAX 03-5930-6136

３月15日(日)
開場　午後１時30分
開始　午後２時

千駄ヶ谷区民館
      ２Fホール
(JR｢原宿駅｣徒歩 10 分、東京メトロ｢明治

神宮前駅｣｢北参道駅｣いずれも徒歩８分 )

《講演》

熊沢 誠さん
( 労働研究者・甲南大学名誉教授 )

―「権力はなぜ関西生コン支部労組の
弾圧に狂奔するのか」

《特別アピール》

全日本建設運輸連帯労働組合・関西地区生コン支部より

　
動
労
神
奈
川
は
１
月
31
日
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
環
境
ア
ク
セ
ス
に
よ
る
時
廣

慎
一
書
記
長
の
解
雇
撤
回
を
求
め
て

中
央
労
働
委
員
会
を
闘
い
ま
し
た
。

　
中
労
委
で
は
、
動
労
神
奈
川
の
時

廣
書
記
長
、
桑
原
副
委
員
長
、
環
境

ア
ク
セ
ス
小
田
原
事
業
所
の
飯
田
所

長
、
橋
本
常
務
の
４
人
の
審
問
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
時
廣
書
記
長
は
、
環
境
ア
ク
セ
ス

の
報
告
書
に
つ
い
て
「
こ
こ
に
書
か

れ
て
い
る
こ
と
は
間
違
っ
て
い
る
」

と
キ
ッ
パ
リ
と
答
え
、
具
体
的
に
反

論
し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
自
分
の
解

せ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
審
問
に
は
動
労
総
連
合
の
30
人

を
超
え
る
仲
間
が
集
ま
り
、
国
鉄

１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
と
２
・
16
国

鉄
集
会
へ
の
結
集
を
訴
え
て
宣
伝
活

動
を
展
開
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
Ｊ
Ｒ
関
連
会
社
に
よ
る
非

正
規
職
解
雇
に
対
し
、動
労
神
奈
川
、

動
労
西
日
本
、
動
労
総
連
合
・
新
潟
、

動
労
東
京
が
中
労
委
で
闘
い
を
展
開

し
て
い
ま
す
。
１
０
４
７
名
解
雇
に

つ
い
て
も
、
千
葉
県
労
働
委
員
会
の

反
動
決
定
を
覆
す
闘
い
が
東
京
高
裁

と
中
央
労
働
委
員
会
を
舞
台
に
新
た

な
闘
い
が
始
ま
り
ま
す
。

　
宣
伝
行
動
で
は
、
動
労
千
葉
争
議

団
の
中
村
仁
さ
ん
、
動
労
総
連
合

１
０
４
７
協
議
会
の
小
玉
忠
憲
代

表
、
動
労
総
連
合
・
九
州
の
羽
廣
憲

委
員
長
が
「
非
正
規
職
の
青
年
の
解

雇
を
許
さ
な
い
。
そ
の
た
め
に
も

１
０
４
７
名
解
雇
を
必
ず
撤
回
さ
せ

る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

雇
撤
回
、
非
正
規
職
撤
廃
の
闘

い
は
、
自
分
一
人
の
問
題
じ
ゃ

な
く
て
、み
ん
な
の
問
題
」「
す

ぐ
に
解
雇
す
る
よ
う
な
会
社
が

多
い
が
、
解
雇
さ
せ
な
い
よ
う

な
社
会
に
し
た
い
」
と
語
り
ま

し
た
。

　
桑
原
副
委
員
長
は
、
環
境
ア

ク
セ
ス
で
の
24
時
間
の
徹
夜
勤

務
が
３
回
続
く
「
３
徹
勤
務
」

を
弾
劾
し
ま
し
た
。
労
働
者
に

大
変
な
負
担
を
強
い
る
24
時
間

勤
務
が
３
回
も
続
く
勤
務
は
あ

ま
り
に
過
酷
で
す
。
安
全
問
題

に
も
直
結
し
ま
す
。
桑
原
さ
ん

は
環
境
ア
ク
セ
ス
の
管
理
職
に

よ
る
パ
ワ
ハ
ラ
や
雇

い
止
め
、
環
境
ア
ク

セ
ス
の
不
当
労
働
行

為
を
弾
劾
し
「
時
廣

さ
ん
を
職
場
に
戻

〝
時
廣
書
記
長
の
解
雇
撤
回
を
〟

動
労
神
奈
川
が
中
央
労
働
委
員
会
闘
争

「職名廃止反対」の大キャンペーンへ

攻
撃
を
圧
倒
す
る
職
場
・
街
頭
で
の
大
宣
伝
を


